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１．研究計画の概要 

聴覚障害者の学習を効果的に実施するた
めには、手話などによる説明と、対象物に対
する視覚による理解の両方を支援する必要
がある。一方、聴覚障害者には周辺視野に優
れていることが知られている。 
本研究では、この点に注目して、教師の指

示（Cue）と学習者の注視点（Focus）を共存
させる「みながら学習」インタフェースを開
発し、その効果を実証することを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 

教師の指示を動的に表現できるアクティ
ブ指示装置（ＷＡＮＤ）を開発し、有効性の
検証を行ってきた。BFW を利用すると、聴覚
障害者が学習する際の視線移動の問題を解
決し、学習効果を上げることができる。 

BFW は、通常、レーザショーで使われるシ
ステムを小型化し、可搬性をもたせている。
表示内容はパソコンから簡単に入力できる。
このために，パソコン上に専用のエディタと
表示用ソフトウェアを開発し、また、レーザ
デバイスへのデータ変換・表示には、マイコ
ンを使用したハードウェア装置を開発した。 

平成 20 年度は、2回の予備実験の結果を
検討しＢＦＷシステムインタフェースを改
良した。その後、室内の講義での実施に対応
できるかどうか本実験を行った。具体的には
連携研究者の生田目教授の勤務先である筑
波技術大学の学生の皆さんに実験に参加し
てもらい、インタフェースや美術の学習に関
してアンケートによる評価を得た。また最
終年度にむけ、研究の成果を学会の研究
会で発表し、各分野の専門家から多くの

意見が出された。国際会議では、  Asia 
Modeling Symposium (AMS 2008)での発表、
国内では、人工知能学会、ヒューマンインタ
フェースシンポジウムや教育情報システム
学会などで発表した。 

今後の課題としては、(1)一般向けの授
業でも使用して効果の検証を行い、よい
広範囲ユーザへの応用ができるかどう
か実証すべきである、(2)メディアアー
トの作品表示に使用できないか、であり、
新しい方向性を示唆され研究の今後に
大変参考になった。来年度はハードウェ
アの改良とともに、一般学習向けの実験
も併せて行い、本システムの有効性を検
証していく予定である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

当初の予定よりも 3 年目の現在、開発し
た BFWを用いて予備実験と検証を行い、シス
テムインタフェースの改良を行っている。筑
波技術大学の聴覚障害者を対象に、教育実験
を合計２回実施した。第１回目の実験は複数
の対象の説明を行って BFWのフィージビリテ
ィを評価してものであり、第２回目の実験は、
BFW の機能を改良し，より適切な説明が可能
かどうかを試したものである。教授者による
従来型の説明と BFWを用いた実験の結果とし
て，図形コンテンツであれば、学習に効果が
あることが確認されている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

最終年度である平成 21 年は、これまでの
成果を発表し、論文にまとめていく計画であ
る。また平成 20 年度の研究発表の際に、  
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ほかの研究者のアドバイスをもとに、BFW を
教育分野のみならず芸術（インタラクション
アート）での活用を行い、有効性の検証も行
っていく予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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